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西村証券 企業調査情報                2026/02/17 

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

ローム（コード 6963） 
◆各決算期の第 3 四半期累計期間業績推移(連結) 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

24.3 355,126 40,649 115.8 － 54,482 ▲395,306 265,394 227,361 

25.3 344,642 ▲11,080 0.6 － 68,485 ▲88,803 39,398 257,085 

26.3 369,515  9,703  38.4 － 71,324 982 ▲20,434 300,932 

◆通期業績推移(連結)（26.3 予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

24.3 467,780 43,327 138.8 50.0 82,858 ▲431,952 265,063 228,104 

25.3 448,466 ▲40,061 ▲129.8 50.0 83,956 ▲115,678 39,052 234,966 

26.3予 480,000 6,000 25.9 50.0 － － － － 

 （CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

民生及び自動車向けなどの好調で 26/3 期業績見通しを増額修正 
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通期の業績推移

売上高（左軸）

営業利益（左軸）

売上高営業利益率（右軸）

26 年 3 月期の第 3 四半期累計期間（25 年 4

～12 月）は、民生向け、自動車向けなどの製品

が好調に推移したことなどから、売上高は前年

同期に比べ 7％増えた。利益面では、売上増加

248 億円（うち民生向け 140 億円）、固定費の

減少 243 億円のプラス要因が、材料費及び在庫

の影響 284 億円のマイナス要因を上回り、営業

損益が前年同期の赤字から黒字に回復した。 

キャッシュ・フロー（以下、CF）において、

現金及び現金同等物の当期末残高は 3,009 億円

（前年同期末比 17％増）となった。 

営業活動 CF は税金等調整前中間純利益 224

億円（前年同期比 283％増）、減価償却費 416 億

円（32％減）などから 713 億円の収入（4％増）

となった。投資活動 CF は有形固定資産の取得

による支出 1,002 億円（5％減）、有価証券・投

資有価証券の取得、売却及び償還による差引収

入額 919 億円（517％増）などから 10 億円の収

入（前年同期は 888 億円の支出）に。財務活動

CF は配当金の支払額 193 億円（横ばい）のほ

か、前年同期にあった社債の発行による収入

1,999 億円、長短借入金の借入れ・返済による

差引支出額 1,000 億円が当期は無かったことな

どから、204 億円の支出（前年同期は 394 億円

の収入）となった。 

今 3Qは民生向けなどの好調で営業黒字回復 

 

CFで当期末の現金及び現金同等物残高は増加 
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第3四半期累計期間（3Q）のキャッシュ・フロー（CF）推移

（3Qは24/3より開示）
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西村証券 企業調査速報 

本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 

 

この第 3 四半期累計期間において、セグメン

ト別では、LSI が売上高 1,694 億円（前年同期比

9％増）、セグメント利益 199 億円（400％増）、

半導体素子が売上高 1,558 億円（8％増）、セグ

メント損失 164 億円（前年同期は 205 億円の損

失）など。市場別売上高では、通信が 144 億円

（10％減）となった一方、民生が 853 億円（20％

増）と大きく伸び、自動車が 1,792 億円（5％増）、

産機が 459 億円（5％増）、コンピュータ＆スト

レージが 448 億円（6％増）に増加した。 

四半期（3 カ月ベース）別では、今期に入って

LSI が営業利益で黒字を回復している一方、前

期の第 4 四半期に多額の損失を計上した半導体

素子は、依然として赤字が続いている。 

26 年 3 月期の通期見通しは、民生、自動車及

びコンピュータ＆ストレージ向けが堅調に推移

していることなどから、売上高が前回予想の

4,600 億円（前期比 3％増）から 4,800 億円（7％

増）へ、営業利益が 50 億円から 60 億円へそれ

ぞれ増額修正された。増額修正は今期 2 回目。 

売上高のうち、セグメント別では、LSI2,200

億円（8％増）、半導体素子 2,041 億円（9％増）

など。市場別では、自動車 2,346 億円（5％増）、

産機 599 億円（5％増）、民生 1,088 億円（17％

増）、通信 182 億円（7％減）、コンピュータ＆ス

トレージ 585 億円（7％増）となっている。 

また、売上高全体の増額修正幅 200 億円の内

訳は、セグメント別では、半導体素子が 93 億

円、LSI が 72 億円など。また、市場別では、自

動車が 104 億円、コンピュータ＆ストレージが

41 億円、民生が 24 億円、産機、通信が各 15 億

円となっており、売上高全体の半分を占める自

動車向けの寄与度が高くなっている。 

今期に入り LSI 黒字化、半導体素子は依然赤字 

今期通期見通しは再増額。営業黒字の見通し 
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四半期（Q）の主なセグメント別売上高推移
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四半期の主なセグメント別利益推移（26.3-4Q予は無し）
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四半期の市場別売上高推移（会社側の推定による）

自動車（左軸）
産機（左軸）
民生（左軸）
通信（左軸）
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ&ｽﾄﾚｰｼﾞ（左軸）
自動車向けの売上構成比率（右軸）


